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　　　　◇不適格建築物の所有者は届出を◇

　日向市は昨年5月に用途地域の指定を受けました。

　この用途地域の問題は昨年、特別号でくわしくお知らせしました

が、指定区域内は、私有地であっても、自分勝手に建物を建てられ

ません。これは住宅街のなかに騒音、臭気、ばい煙を出す工場があ

ったり、遊興施設があったりしては、住みよい環境とはいえないの

で、こうしたことをなくすとともに都市が理想的に発展し、その機

能を十分に発揮できるように、住宅、商業、工業をそれぞれ適地に

配置するため、「都市計画法」という法律で、土地の用途を制限し

てあるものです。

　このため用途地域の指定をされた日（昭和39年5月8日）にすでに

ある、法令に示す基準に合わない建築物の所有者は、その建物につ

いて県知事に届出することになっています。この届出をきれること

により一定の範囲内で増築および機械の馬力の増設などが認められ

るわけです。

　これらの該当者は5月末日までに、市役所建設課に届出てくださ

るようにお願いします。

　用途地域の区域および建築制限は次のとおりですがくわしいこと

は建設課で台帳を縦覧ください。

◎住居地域内に建築してはならない建築物◎

　1．原動機を使用する工場で、作業場の床面積の合計が、50〃！を

　　こえるもの。

　2．原動機を用いる塗装の吹付。

　3．厚き0．5ミリ以上の金属板の加工、または原動機を使用する 65， 　　　　　　　　　毎月10日発行
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　金属のプレス。切断などの工場。

4．出力の合計が0．5KWをこえる原動機を使

　用する木材融通。裁逢・織糸などの工場。

5
■
0
7
8
Q
〆

　加工、

　工、研磨機による金属の研磨、原動機を使用

　するセメント製品の製造その他。

10．　商業地域および準工業地域建に回してはノ

　らないもの、その他。

床面積の合計が50η！をこえる自動車車庫，

劇場・映画館・キャバレーなど。

倉庫業を営む倉庫。

危険物を貯蔵または処理する施設。

アセチレンガス発生器を用いる業、魚肉の

　　コルク、エボナイト、合成樹下の加

◎商業地域内に建築してはならない建築物◎

　1．原動機を使用する工場で、作業場の床面積
　　の合計が1駒〃ノをこえるもの。

　2．　アセチレンガスを用いる金属の工作。

　3．出力の合計が0，5KWをこえる塗料の吹付

　4．古綿の再製などで原動機を用いるもの。

　5．鉱物・岩石の粉砕・生コン・活字・金属のり

　　工作・鋳造など。

　6．魚粉の製造・加工。

　7．　ドラムカンの洗浄・加工。

　8．．危険物の貯蔵・取扱。

　9．準工業地域に建築してはならないもの、そ

　　の他。

◎準工業地域に建築してはならないもの◎

　1．火薬類、化学薬品類の製造．加工．その他。

◎工業専用地区に建築してはならない建築物◎

　1．庄宅・共同住宅・寄宿舎・下宿・ホテル・旅

　　館。

　2．店舗・料理店・飲食店・待合。

　3．　その他。
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、「魍
3月定例市議会は3月10日

から24日まで会期15日間に

わたって開かれました。

　提出された議案は28議案

でそのおもなものは、昭和

40年度一般会計予算、特別

会計予算、日向市水道事業

に地方公営企業法の財務規

定等を適用する条例、日向

市税賦課徴収条例の一部を
改1．しする条例昭和39年度一

般会計補正予算などて、慎

重に審議され、いすれも原

案どおり承認されました。

　では次に議案のおもなも

のについてお知らせしまし
よう。

▽
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
予
算

　
本
年
度
は
五
億
六
千
六
百
五
十
六
万

一
千
円
で
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は

あ
と
て
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
昭
和
四
十
年
度
特
別
会
計
予
算

　
本
年
度
特
別
会
計
の
総
計
は
一
億
四

千
八
百
九
十
四
万
三
千
円
に
な
り
ま
し

た
。　

特
別
会
計
に
は
次
の
七
つ
の
も
の
か

あ
り
ま
す
。

○
公
営
住
宅
事
業
特
別
会
副

○
美
々
津
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
遠
見
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
と
畜
場
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

○
日
向
市
水
道
事
業
特
別
会
計

▽
B
向
市
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

　
法
の
財
務
親
定
を
適
用
す
る
条
例

　
地
方
公
共
団
体
の
経
営
し
て
い
る
事

業
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
、
本
市

の
上
水
道
事
業
は
四
月
一
日
か
ら
、
公

営
企
業
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
公
営
企
業
に
切
替
え
ら
れ
て
特
に
か

わ
っ
た
点
は
、
い
ま
ま
で
も
そ
う
ノ
、
し

た
か
、
水
道
事
業
の
独
立
採
算
制
か
強

く
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
て
す
。

　
こ
の
た
め
計
理
の
方
法
も
、
こ
れ
ま

で
は
現
金
の
収
支
を
対
象
と
し
た
現
金

主
義
会
副
方
式
て
あ
り
ま
し
た
か
、
こ

ん
こ
は
あ
ら
っ
る
物
品
、
役
務
、
債
権

債
務
を
発
生
の
都
度
、
整
理
し
記
録
す

る
、
い
わ
ゆ
る
発
生
主
義
に
よ
る
会
計

方
式
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
に
は
、

こ
れ
ま
て
の
一
般
会
計
に
よ
る
現
金
主

義
会
計
て
は
企
業
の
経
営
成
績
を
知
る

こ
と
は
て
き
ま
せ
ん
か
、
企
業
会
計
方

式
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
れ
ら
企
業
の
経

営
成
績
と
財
産
状
態
か
明
ら
か
に
な
り

公
営
企
業
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
住
民

の
福
祉
の
増
進
と
企
業
の
健
全
な
発
展

か
期
待
さ
れ
る
わ
け
て
す
。

▽
市
民
税
の
課
税
の
し
か
た
が
一
部
か

　
わ
り
、
安
く
な
り
ま
す

　
市
民
税
（
個
人
の
所
得
割
額
）
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
市
町
村
の
財
政

の
都
合
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ち

か
っ
た
課
税
方
法
か
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
か
、
そ
れ
で
は
市
町
村
住
民
の
間
に

税
負
担
の
均
衡
を
欠
く
こ
と
な
ど
か
ら

「
地
方
税
法
」
か
今
回
次
の
よ
う
に
一

部
改
正
さ
れ
、
課
税
方
法
か
各
市
町
村

と
ほ
ぼ
冒
し
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

①
税
率
を
適
用
す
る
課
税
所
得
の
段
階

（
こ
れ
は
所
得
か
増
す
こ
と
に
こ
と
な

っ
た
率
を
累
進
し
て
適
用
す
る
た
め
の

段
階
）
の
T
’
ヤ
ミ
」
う
相
当
市
町
村

間
て
ま
ち
ま
ち
て
あ
っ
セ
）
を
法
の
改

正
に
よ
っ
て
統
一
し
た
。

②
市
民
税
は
市
町
村
の
財
政
事
情
に
よ

っ
て
若
干
の
巾
を
も
っ
て
標
準
化
き
れ

て
い
ま
す
か
税
負
担
の
均
衡
上
か
ら
、

門
川
町
や
延
岡
市
な
ど
と
、
ほ
ぼ
円
し

と
し
、
い
ま
ま
て
の
負
担
の
相
違
を
な

く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
こ
れ
ま
て
所
得
額
か
ら
、
差
引
く
も

の
と
し
て
基
礎
控
除
九
万
円
、
扶
養
控

除
一
人
目
四
万
円
、
二
人
目
以
下
一
人

当
り
三
万
円
で
あ
っ
た
も
の
を
、
一
人

目
七
万
円
、
二
人
目
以
下
一
人
当
り
三

万
円
と
し
、
さ
ら
に
雑
損
、
医
療
費
、

社
会
保
険
科
、
生
命
保
険
料
な
と
の
各

控
除
か
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

④
青
色
専
従
者
、
事
業
専
従
者
の
控
除

を
税
額
か
ら
行
っ
て
い
た
か
、
所
得
額

か
ら
控
除
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
額
を

青
色
八
万
円
、
事
業
専
従
者
五
万
円
と

し
ま
し
た
。

⑤
障
害
者
、
老
令
者
、
寡
婦
、
勤
労
学

生
の
税
額
か
ら
の
控
除
額
一
人
四
百
円

を
千
円
に
引
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
だ
い
た
い
以
上
の
よ
う
な
も
の
て
あ

り
ま
す
か
、
実
際
の
内
容
の
計
算
方
法

な
ど
は
三
月
に
一
市
県
民
税
の
申
告
の

し
か
た
」
で
説
明
し
て
い
ま
す
の
て
省

略
い
た
し
ま
す
。

▽
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二

百
六
十
二
万
三
千
円
か
追
加
さ
れ
、
総

額
は
そ
れ
ぞ
れ
八
億
六
千
三
百
五
十
九

万
六
千
円
に
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
増
額
さ
れ
た
も
の
は
、

市
税
四
百
四
十
三
万
円
、
地
方
交
付
税

五
百
九
十
二
万
円
、
財
産
収
入
一
千
六

百
三
十
九
万
円
な
ど
。

　
歳
出
の
う
ち
増
額
さ
れ
た
も
の
は
、

土
木
費
一
千
三
百
十
二
万
円
で
、
こ
れ

は
お
も
に
道
路
新
設
改
良
費
や
港
湾
建

設
費
な
と
て
す
。
諸
支
出
金
H
千
三
万

円
の
増
額
は
も
と
の
保
健
所
敷
地
の
購

入
費
か
お
も
な
も
の
て
す
。

昭和40年度一般会計予算
八
千
万
円
、

ざ
し
て
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
予
算
の
お
も
な
項
目
は
パ
イ
タ

ラ
ワ
の
と
お
り
て
す
か
、
昭
和
四
骨
年

度
の
お
も
な
事
業
に
つ
い
て
、
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

▽
中
央
通
線
舗
装
事
業
費
　
二
千
五
百

万
円
　
▽
都
市
下
水
路
事
業
費
　
一
千

二
百
万
円
　
▽
岩
脇
中
学
校
危
険
校
舎

改
築
事
業
費
　
一
千
五
百
七
十
六
万
円

　
▽
公
民
館
建
設
事
業
費
　
　
一
千
五
十

七
万
円
　
▽
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

費
　
一
千
四
百
七
十
一
万
円
　
▽
公
営

住
宅
建
設
事
業
費
　
二
千
三
百
十
四
万

円
　
▽
保
育
所
建
設
事
業
費
　
五
百
五

十
五
万
円
　
▽
幸
脇
小
学
校
給
食
施
設

整
備
事
業
費
　
百
八
十
八
万
円
　
▽
魚

碓
工
事
費
　
百
二
十
万
円
　
▽
東
部
区

画
整
理
事
業
費
　
五
百
万
円
　
▽
城
山

墓
地
公
園
事
業
費
　
四
百
十
八
万
円

▽
財
産
造
成
費
　
五
百
三
十
九
万
円

　
次
に
款
項
別
の
予
算
に
つ
い
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
議
会
費
1
こ
れ
は
お
も
に
人
桝
費
と

議
会
運
営
費
て
す
。

◎
総
務
費
－
市
役
所
の
人
件
費
、
運
営

費
、
管
理
費
、
そ
れ
に
参
議
院
議
員
選

挙
費
、
十
月
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
寒
星

や
そ
の
他
の
調
査
費
な
と
か
お
も
な
も

の
で
す
。

◎
民
生
費
　
こ
れ
は
養
老
院
や
保
育
所

そ
れ
ド
＝
．
．
着
に
困
’
．
て
い
る
方
々
へ
つ

　
こ
と
し
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
五
二
六
千
六
百
五
十
六

万
「
千
円
で
、
歳
入
、
歳
出
の

内
容
は
次
の
パ
イ
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
の
当
初
予
算

に
比
較
し
て
、
お
よ
そ
二
億
円

の
減
少
て
す
か
こ
れ
は
昨
年
度

新
庁
舎
の
建
設
費
な
ど
か
あ

っ
た
の
か
、
本
年
度
は
、
こ
れ

か
な
く
、
市
債
を
昨
年
度
よ
う

一
億
三
千
万
円
、
財
産
収
入
を

　
　
減
少
さ
せ
健
全
財
政
を
め

各
種
の
扶
助
費
な
ど
で
す
。

◎
衛
生
費
巨
予
防
接
種
や
ご
み
と
り
、

し
尿
処
理
場
な
ど
の
管
理
費
て
す
。

◎
農
林
水
産
業
－
農
業
振
興
の
費
用
、

そ
の
他
園
芸
、
畜
産
、
水
産
業
な
ど
の

振
興
対
策
費
で
す
。

◎
土
木
費
　
道
路
、
橋
な
と
の
改
良
や

新
設
、
公
園
墓
地
工
事
費
な
ど
で
す
。

◎
教
育
費
学
校
の
建
設
、
管
理
、
公

民
館
建
設
、
社
会
教
育
振
興
の
た
め
の

費
用
て
す
．
、

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
費
や
商
工
費
、
労

働
費
、
公
債
費
な
ど
か
あ
り
ま
す
か
、

紙
面
の
都
合
上
省
略
き
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。■セち交付融
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越
境
通
学
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
市
内
の
小
中
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

校
区
か
さ
だ
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
調

査
に
よ
り
ま
す
と
、
市
内
て
五
十
名
く

ら
い
の
生
徒
か
校
区
外
の
学
校
に
通
学

し
て
い
る
よ
う
て
す
。

　
こ
れ
は
教
肯
的
な
面
や
学
校
運
営
上

か
ら
も
た
い
へ
ん
困
っ
た
こ
と
て
す
。

　
例
え
ば
親
子
会
の
盾
動
に
つ
い
て
も

各
種
の
催
し
も
の
な
と
の
連
絡
か
徹
底

せ
ず
、
学
校
と
家
庭
間
の
意
志
の
疎
通

か
て
き
ず
十
分
な
効
果
か
期
待
て
き
転
、
5

い
こ
と
て
す
。

　
ま
た
最
近
、
小
、
中
学
校
児
童
の
非

行
か
多
く
な
っ
て
い
る
時
で
も
あ
り
、

親
子
会
は
た
い
へ
ん
重
要
へ
、
5
役
割
を
果

し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
徒
間
の
交
友
関
係
の

問
題
な
と
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
ま
す

ま
た
教
育
行
政
の
う
え
か
ら
も
問
題
か

お
き
て
い
ま
す
の
て
、
教
育
委
，
納
会
て

は
各
学
校
長
に
お
願
し
て
こ
れ
ら
越
境

通
学
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
家
庭
に
、
き

め
ら
れ
た
学
校
へ
転
校
し
て
い
た
た
く

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
か
、
ま
た

そ
の
手
続
き
を
す
ま
き
れ
て
な
い
こ
家

庭
か
あ
る
よ
う
て
す
．

　
学
期
の
中
途
て
転
校
す
る
こ
と
は
お

子
さ
ん
の
た
め
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

し
、
転
校
の
手
続
き
は
簡
単
て
す
か
ら

早
目
に
す
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

ま
た
転
校
て
き
な
い
特
別
な
理
由
か

お
あ
り
の
ご
家
庭
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
お
い
で
い
た
だ
い
て
事
情
を
お
き
か

せ
く
た
さ
い
。

　
特
別
な
理
由
か
な
く
転
校
さ
れ
な
い

こ
家
庭
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
再
三
こ
連

絡
お
願
い
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
学
期
は
じ
め
の
い
ま
早
目
に
す
ま

さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

市税なとの納入か

　　　　便利になります

　
こ
れ
ま
で
市
希
な
ど
を
納

め
る
こ
と
か
で
き
る
金
融
機

関
は
、
宮
崎
銀
行
だ
け
で
し

た
か
、
四
月
一
日
か
ら
郵
便

局
を
の
ぞ
い
た
市
内
の
全
部

の
金
融
機
関
で
取
り
あ
つ
か

う
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
市
民
の
み
な
さ

ま
か
市
税
な
ど
を
納
め
ら
れ

る
場
合
は
、
近
く
の
各
銀
行

や
農
協
な
ど
て
気
軽
に
納
め

る
こ
と
か
で
き
る
わ
け
て
す
。

　
こ
れ
ら
の
収
納
代
理
金
融
機
関
て
取

り
あ
つ
か
う
市
税
な
と
の
種
類
は
次
の

よ
う
な
も
の
て
す
。

一
、
市
税
関
係

市
県
民
税
（
特
別
徴
収
分
、
法
人
市
民

税
を
含
む
）
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
木
材
引
取
税
、
水
利
地
益
税
、
国

民
健
康
保
険
税

二
、
そ
の
他
使
用
料
な
と

水
迫
使
用
料
、
庄
宅
使
用
料
、
農
業
共

済
掛
金
、
し
ん
芥
収
集
手
数
料
、
土
地

区
画
整
理
精
算
金
、
保
育
料
、
奨
学
資

金
返
還
金

　
な
お
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら

の
金
融
機
関
て
は
取
〕
あ
つ
か
い
ま
せ

ん
の
て
、
ぜ
ひ
守
っ
て
く
た
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

一
、
徴
税
令
書
お
よ
び
納
付
書
な
と
の

納
期
限
か
す
ぎ
て
い
る
も
の
。

二
、
徴
税
令
書
お
よ
び
納
付
書
な
と
の

市
か
ら
発
行
さ
れ
た
納
付
書
か
な
い
も

の
。　

◇
日
向
市
収
納
代
理
金
融
機
関
◇

　
宮
崎
銀
行
、
日
向
支
店
及
び
細
島
支

店
。
日
向
市
信
用
組
合
、
本
店
及
び
富

高
支
店
。
宮
崎
相
互
銀
行
、
日
向
支

店
。
高
千
穂
相
互
銀
行
、
日
向
支
店
。

鹿
児
島
銀
行
、
日
向
支
店
。
西
日
本
相

互
銀
行
、
日
向
出
張
所
。
富
島
農
業
協

同
組
合
。
岩
脇
農
業
協
同
組
合
。
美
々

津
農
業
協
同
組
合
。

　
以
上
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の

て
、
便
利
の
よ
い
金
融
機
関
を
こ
利
用

い
た
た
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．
、

集
団
貸
出
し
を
い
た
し
ま
す

　
新
庁
舎
と
共
に
建
ら
れ
た
市
立
図
書

館
は
、
施
設
、
設
備
共
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
で
は
あ
う
ま
せ
ん
か
、

図書館だより
も
あ
り
、

の
人
た
ち
た
け
に
利
用
さ
れ
る
傾
向
か

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
片
寄
っ
た
利
用
を
な
く

す
た
め
に
、
図
書
館
で
は
図
書
の
貸
出

し
を
強
化
し
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ま
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
に
育
て
あ
げ
た

い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
個
人
貸
し
出
し
は
も
ち
ろ

よ
り
よ
き
環
境
の
中
て
、
た
ん

だ
ん
利
用
者
も
増
加
し
て
き
て

お
り
ま
す
．
、

　
最
近
で
は
、
館
内
閲
覧
者
二

十
人
置
館
外
貸
出
し
利
用
者
六

十
～
七
十
人
と
い
う
盛
況
て
す

　
し
か
し
、
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
地
域
的
に
不
利
な
条
件

　
と
う
し
て
も
市
街
地
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ん
各
聯
毒
キ
遠
隔
地
の
部
落
の
方
々
に

集
団
貸
し
出
し
を
次
の
要
領
て
刮
画
し

て
い
ま
す
の
て
、
せ
い
せ
い
こ
利
用
く

た
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
集
団
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
◎

▽
申
込
み

　
申
込
み
に
は
貢
任
者
を
定
め
る
こ
と

（
組
員
は
十
人
以
上
の
こ
と
）

　
申
込
並
み
紙
は
図
書
館
に
あ
う
ま
す

▽
貸
し
出
し
　
図
書
数

　
一
団
体
へ
二
十
冊
～
三
十
冊
以
内

▽
貸
し
出
し
期
間
　
一
年
月
間

▽
貸
し
出
し
方
法

　
近
く
の
団
体
は
負
仔
者
ま
た
は
代
表

者
か
と
り
に
き
て
い
た
た
き
ま
す
、
　
．

　
遠
隔
地
の
団
体
に
は
何
ヶ
所
か
、
て

き
ま
し
た
ら
日
を
｝
、
、
め
て
湿
て
お
と
と

け
し
ま
す
．

　
計
量
器
の
定
期
検
査
か

　
あ
り
ま
す

　
毎
年
行
な
わ
れ
る
計
畢
器
の
定
期
検

査
か
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
あ
り
ま
す

　
検
査
の
対
象
と
な
る
計
量
器
類
は

一
、
長
さ
ば
か
う
　
直
尺
、
た
た
み
尺

巻
尺
、
は
さ
み
尺

◇納税組合を

　　つくりましよう◇

二
、
体
積
ば
か
）

製
ま
す
な
と

鎌灘灘1欝1
　これらの税金は納税通知書などによって納～

灘灘1雛灘｝
蜜鯉鍍欝鼠講妻鴛窟λi
　こうした数多くの税金を、楽に、手間をかく

けず、きちんと納めくてい方法として「納税

貯蓄組合」の制度かあうます。

木
製
ま
す
、
金
属

三
、
重
量
ば
か
り
　
天
ぴ
ん
、
皿
ば
か

り
、
棒
は
か
り
な
と

　
こ
れ
ら
の
計
量
器
の
検
査
を
受
け
な

い
て
使
用
す
る
と
害
せ
ら
れ
ま
す
の
て

使
用
さ
れ
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
当
日
、
フ
ノ
k
ウ
お
も
り
と
マ

ス
お
も
り
を
必
ず
持
参
し
て
く
た
さ
い

　
日
程
は
次
の
と
お
り
て
す
。

実施月日　受付時間　検査場所　　受　験　区　域

　　　　　　　　　4月2旧9時～12墜々澱所美々津支所管内

　〃　　13時～16時幸脇公民館昌泰出張所管内

　　　　　　　　　　〃　　　〃　　〃1岩脇支所岩脇支所管内
　　　　　　　　トi4月22日9時～15時細島支所細島支所管内

i三1嚇讃鰹嚢底

薩織斑ξ懇li

難納期かきたら一括して納税するしく1
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　　　　隔離病舎診療所が完成　　　　L・

　昨年、財光寺に完成した隔離病舎は、診療所がないた

め使用できす、その完成が待たれていましたが、さる
3月31日に完成し、4月から使用きれることになりました。

これから夏にむかって伝染病の発生が心配されるときで

あり・近日申に診療器具も入れられるこどこなってい戴遜娩・『，鰯．・ぜ

屋1室があり2ξ人の患者を収用することができます。　響野鴛潔解繋響笥㍉5ガ▽・・㌔窒・乏

←

・二：器指油忽ぎ・》ご1罵ξ

じん芥収集車が購入されました

　これまでじん芥収集車は、三輪車とパソカー車との2台しかなく市民の

みなさまに、こめいわくをかけていましたび、3月22日に新車の収集車が

購入されました．

　この車の購入費140万円のうち、簡易保険から100万円を借りて購入さ

れています。

　またこの車はフル。パッカー車といわれる新車で、1回に約2トンのゴミ

を処理できる優秀な車です。

“　　　　庭

美々津中の屋体が完成→

　昨年12月から工事中であった美々

津申学校の屋内体育館が、さる5月

28日完成しました。

　この屋内体育館は鉄骨造りで、総

工費1．198万II」、建坪211坪で、男女

更衣室や管理室などあり、松林をバ

ックにグリーンの屋根が印象的で

す。　　一

；し＝簸ヨ論・

履　’』　『梅㌔1∴年忌1亨鄭ヒ＝
　
　
　
’
κ

姦
鋤

　
「
」
噸

　
青
少
年
を
す
こ
や
か
に

　
公
徳
心
を
高
め
て
　
四
月
か
ら
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
旅
だ
汀
の
季
脾
即
で
す
。

　
汽
車
や
バ
ス
の
乗
り
降
り
は
押
さ
す

に
、
列
を
つ
く
っ
て
順
序
よ
く
。

　
お
と
し
よ
り
や
幼
児
に
は
席
を
ゆ
ず

り
ま
し
ょ
う
．
．

　
公
止
ハ
の
場
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

こ
わ
き
な
い
、
よ
ご
き
な
い
、
ち
ら
さ

な
い
の
「
三
な
い
運
動
．
一
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　
青
少
年
の
事
故
防
止
を
　
交
通
規
則

を
守
っ
て
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
無
免
許
運
転
、
自
転
車
の
二
人
乗
り

な
ど
は
や
め
ま
し
、
謳
う
。

　
年
少
者
の
非
行
防
止
を
　
春
休
み
の

開
放
感
か
ら
夜
遊
び
、
盛
り
濯
う
ろ
つ

き
、
不
良
交
遊
、
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
を

し
な
、
よ
う
に
、
ご
注
意
を
。

被
一
一
引
証
が
か
わ
り
ま
す

　
コ堕

保
　

康
開

健
…

民
四

国
…

　
■

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た

保
険
証
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
先
日
、
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
四
十
年
度
の
保
険
証
（
黄
色
）

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
旧
保
険
証
は
お
返
し
願
い

ま
す
．
、

　
ま
た
、
住
所
を
変
更
さ
れ
た
り
、
区

に
届
け
ら
れ
て
な
い
た
め
不
明
で
も
ど

っ
て
｝
、
、
た
保
険
証
が
あ
り
ま
す
の
で
、

新
保
険
証
が
、
い
ま
だ
に
届
い
て
い
な

い
方
は
、
市
役
所
社
会
保
険
課
ま
で
、

受
け
取
り
に
わ
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
証
の
記
入
に
ま
ち
が
い

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
目
に
訂
正

に
、
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
、

人口（4月佃現在）

男　　　20．592人

　（前月より189人の減）

女21．824人
　（前月より241人の減）

計42．416人
　（前月より4ろ0人の減）

世帯数　　9．985

　（前月より14世帯の増）

　
疹
係
か
ら
お
知
ら
せ
響

　
こ
れ
ま
で
市
の
行
事
の
お
知
ら
せ
な

ど
は
各
課
ま
ち
ま
ち
に
回
覧
板
な
ど
を

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
か
ら
月
は

じ
め
に
、
そ
の
月
の
行
事
な
ど
を
ま
と

め
た
お
知
ら
せ
版
「
市
政
だ
よ
り
」

（
仮
題
）
を
発
行
す
る
予
定
（
全
世
帯

配
布
）
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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ま
だ
ま
た

こ
ん
な
人
ま

し
ま
せ
ん
か
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